












 
 

「世界はともに生きる場」  
 
 
 
 
 
 
３月４日、冬季パラリンピック北京大会開

会式での、国際パラリンピック委員会パーソ

ンズ会長のあいさつの一部です。ロシアによ

るウクライナへの軍事侵攻という事態をうけ

ての平和へのメッセージです。 
命を奪い合う戦争は、”最大の人権侵害であ
る”と言われます。「人権の軽視が戦争につな
がり、その戦争がさらなる人権侵害を招く。」

「こんな悲劇を繰り返さない」と、20世紀に
起きた二つの大戦の反省から、「世界人権宣

言」（1948年）が採択されました。しかし、
その後も紛争や戦争が繰り返されています。  

 
２５年ほど前に出会った絵本を思い出し、

改めて読んでみました。 
 
 
 
 
 
 
 
あらすじを紹介します。 
「平和に働いて暮らせる土地を求めて歩く

六人の男たち」が、よく肥えた土地を見つけ

家を建て、せっせと働き金持ちになります。

金持ちになると、「泥棒に奪われるのでは」と

心配になり、高い塔を建て、見張ります。そ

のうち、六人の兵隊を雇うことにします。 

しかし、泥棒はいっこうにきません。「兵隊

が戦い方を忘れるのでは」「何もしない兵隊に

お金を払うのも」と心配になり、近くの農場

を奪うために六人の兵隊を送ります。農民は

逃げ、土地は増え、心配がなくなりました。 

ところが今度は、もっと強く、金持ちにな

りたいと、近くの農場を次々と襲います。農

民たちは抵抗し、殺される人もでる中、降参

し、六人の男たちは、さらに多くの土地とお

金を手にします。すると、多くの兵隊が必要

になり、大きな軍隊ができ、この地方の大き

な川のところまで攻め込んで、治めます。  

降参したくない農民たちは、川の向こうに

逃げ、幸福に暮らしますが、やがて「六人の

男たちの軍隊が、川を渡って攻めてくるので

は」と心配になり、戦争訓練と農作業を交代

でしながら、みんなで敵の攻撃に備えます。 

しばらく穏やかに過ごしていたある日、一

羽のカモが川に飛んできます。川岸にいた、

両方の番兵がカモをねらい矢を放ちました。

両方の番兵とも失敗。互いに自分がねらわれ

たのだと勘違いし、武装した軍隊が繰り出さ

れ、大きな激しい戦いが何日も続きます。 

戦いが終わり、川の両側には、それぞれ六

人の男たちがいるだけでした。そして、それ

ぞれ反対方向に「平和で働いて暮らすことの

できる土地を求めて」歩き続けます。  
簡潔な文と、ペン画で描かれた絵で、戦争

という愚かな行為について深く考えることが

できる絵本です。「なぜ戦争は起こるのか。」

それは他者への”不信感”、”怖れ”なんだと思い
ました。自分を信じること、他者を信じるこ

と、そして、手をつなぐこと、そこからしか

平和な世界は拓けないと感じました。 
 
現在、今回の軍事侵攻による犠牲者は増え

続け、国や人々の分断・人権侵害、情報の統

制、難民問題、経済活動の停滞など、様々な

問題を伴って国際情勢が悪化しています。一

方、そのような状況に対して、世界の多くの

人々が、平和を願い、反戦の声や支援の輪を

広げています。 
このような時こそ、お互いを信頼し合い、

たとえ小さな声・力でも、みんなで出し合

い、世界が「ともに生きる場」となるよう行

動していきたいものです。この広報が発刊さ

れた時、少しでも平和な国際情勢が取り戻せ

ていることを願ってやみません。  
（人権教育指導主事 有住） 

人権啓発広報（４月）   心豊かに生きるために 

21世紀は対話と外交の時代のはずです。 

戦争と憎しみの時代ではありません。 

“世界はともに生きる場 分断されてはな

りません” 

『―なぜ戦争をす
るのか？ 六にん
の男たち』 
 
作者：デイビッド

＝マッキー 
訳者：中村浩三 
（偕成社） 

★紹介した絵本は、産山学園図書館においておりますので、是非、手に取って見てください。 
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ばあちゃんちもピアノの先生んちもおなじとこ。

産山村放課後児童クラブ支援員

おおたにまさえ

見て見て見て。 ほらこれ。

聞いてねえ聞いて。 ねえねえねえ。

すごいでしょ。 おもしろいよね。 ホントだ。 すごいよね。

…なあんて話をするためだけに生きてるのかもね。

意外とそんなもんなのかもね。

リサイクル （と呼んでいいのか？）。

異次元感にひたるとき。
おしりが触れてなければいいという理屈か？
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